
会長挨拶　稲葉　博之�

当たり前の事を、当たり前に�

1870回　12：30点鐘　東山荘・講堂�
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次回11月25日の例会�

国際�
ロータリー�
第2620地区�

“CELEBRATE  ROTARY”「ロータリーを祝おう」�

例　会　場／名鉄菜館�

開 会 点 鐘／12：30�

ロータリーソング／それでこそロータリー�

内　　　容／ロータリー月間に因んで�
　　　　　　ロータリー財団委員会�

　会 員 慶 事�

誕　生　日�

★11月18日　井口修一君�

★11月19日　藤田昇司君�

★11月20日　勝又博文君�

結婚記念日�

★11月18日　小早川豊一君・かず代様ご夫妻�

★11月18日　山口幸男君・勝　子様ご夫妻�

★11月21日　勝又敏樹君・一　代様ご夫妻�

★11月24日　斎藤　衛君・真夕美様ご夫妻�

 　先日は、会員の神谷君のご母堂様の通夜・告別式が執り行われ、大勢のメンバーの参列

ご苦労様でございました。心からご冥福をお祈りいたします。       �

　今月は、ロータリー財団の月間です。もう皆様もご承知のことと思いますが、ロータリー

財団の目的は、博愛・慈善・教育、または人道的という特質を持つ明確かつ効果的なプロ

グラムの促進を通じて、さまざまな国の国民の間に理解と友好的関係を助長することであ

る。毎年１１月がロータリー財団月間と指定されています。２０００年２月のロータリー財団管理委員会で新指名

が採択されました。財団の使命は「地域レベル、全国レベル、国際レベルの人道的、教育的、文化交流プログ

ラムを通じて、ロータリーの綱領とロータリーの使命を遂行し、かつ世界理解と平和を達成しようとする国

際ロータリーの努力を支援する。」ことです。RIの６人目のアーチ・クランフ会長が１９１７年のアトランタ国際

大会で「世のために役立つことをしよう」と提案し、数ヵ月後にアメリカミズリー州カンザスシティーRCか

ら最初の寄付金、米貨２６ドル５０セントが寄せられました。１９２８年ミネアポリス国際大会で、正式に「ロータリー

財団」と名付けられました。       �

　皆さんご承知のように、ポリオ予防接種キャンペーンは、１９７９年に３－Hプログラムを通じて、フィリピンで

開始され、１９８５年RI理事会とロータリー財団は、ポリオ・プラス・プログラムを発足しました。その後、RI

と財団はこのプログラムを最優先事項として、WHO（国際保健機構）、CDC（米国疾病対策センター）、

UNICEF（国連児童基金）などと協力の基、ロータリー創立１００周年に当たる２００５年までに、世界の全ての子

供達をポリオから解放し、地球上でのポリオ終結宣言を行うことを目標として推進してきました。�



卓　　　話�

会員数� 出席者数� 暫定出席率�計算に用いる�
会員数�

前々回の�
確定出席率�

６２名� ５９名� ４４名� ７４.５８％� １００.００％�
●欠席者（15名）�
　橋本喜市君・林　　準君・林　　由行君・井口修一君・神谷高義君�
　勝又敏雄君・長田吉弘君・斎藤　保君・嶋田泉太郎君・菅沼　久君�
　戸栗太平君・土屋義明君・内海隆治君・山口幸男君・山崎伊久雄君�

※やむを得ず欠席される方は、午前10時までにご連絡下さい。�

オーストラリア事情（第６回）�
勝間田芳麿君�

○例会日/木曜日�
○例会場・事務局/YMCA東山荘�
　静岡県御殿場市東山１０５２�
　電話/０５５０－８３－１１３３　ＦＡＸ/０５５０－８３－１１３８�
　http://www.gotemba-rc.gr.jp/

○会　　　長/稲葉　博之�
○幹　　　事/高村　繁男�
○会報委員長/橋本　喜市�

11月11日の出席報告� 11月11日のスマイル�

10月28日のメーキャップ� 9名�

●また、お話させて頂く機会を得て
　大変にうれしく思います。�

勝間田芳麿君�

第2620地区�

根上眞一君　10月17日　地区青少年
斎藤　衛君　10月29日　裾　　野
山崎恭夫君　10月29日　函館五稜郭
勝又　誠君　10月31日　地区大会
芹澤正明君　10月31日　地区大会�

高村繁男君　10月31日　地区大会�
田代博久君　10月31日　地区大会�
橋本喜市君　11月 1日　山 中 湖�
大森清治君　11月 9日　沼 津 北�

　ご無沙汰しております。皆様の前で
お話できることを光栄に思っております。
最後までお付合い頂きたいと思います。

       　先日、ブルームという所に行ってき
ました。日本と最初のお付合いの場所は、

明治初期に木曜島という場所に日本人の潜水夫がた
くさん行き、真珠で有名な所となりました。そして、
当時ブルームにも４００艘程の漁船と１,０００人程の日本
人が住みつきました。が、戦争が始まり日本人国籍
の人は収容されてしまいました。終戦後には元に戻
れずに皆強制送還されてしまい、ブルームには日本
人は数える程しか居なくなってしまいました。行っ
て見てきましたが、昔の日本人街が今は中国人街に�
なってしまっていました。また、真珠業者と同時に、
さとうきび業者もたくさん入国したようです。明治
の初期には、さとうきびの契約栽培業者の月給が１０円
だったそうです。当時の貨幣価値では相当に高かっ
たので、大挙して行ったようです。当時の写真を見
ると、着物姿で、股引を穿いた姿が写っていました。
ケアンズの南のタウンズビルという所に多く居住し
たようです。       �
　当初、木曜島に真珠業者が入り、その後ブルーム
にそしてダーウィンに行き、今でも真珠の基地になっ
ています。また、四国選出の新島純（じゅん）という
国会議員が、日本米の創始者となり、これを逆輸入
し「ジャポニカ米」として有名にもなったようです。
　ヴィクトリア州とニュー・サウス・ウエールズ州
の境の辺りには、マレー川という幅１００Mほどの大き
な川があります。ですからスワンヒルは海運輸送の
基地でもあります。そしてこの川はスエズ運河と同
じ方法で船が航行していました。ラブデー・ヘイ・
カウラ・タチュラ近郊には、日本人だけではなくニュー
ジーランドやニューカレドニアなどから連れてこら

れた人たちの収容所が多くあった所です。話が変わ
りますが、第一次大戦時、オーストラリアと日本は
大変な友好国であったようです。それは、オースト
ラリアは海軍力が無かったので、英国よりの依頼の
兵隊を召集しても運搬ができない。そこで、日本の
海軍に頼んでオーストラリア・ニュージーランドの
連合軍をインド戦線やヨーロッパ戦線に７５万人もの
兵隊を日本の連合艦隊が運んだということです。       �
　そして、第二次大戦になると日本はラバウルまで
進出して基地を造り、ポート・モスビーを占領すべ
くココダに兵力１５万人を上陸させましたが、物資の
補給が出来ずに１４万人の犠牲を払いながらも上陸で
きなかったそうです。その少し南の、珊瑚海では、
日本の艦隊と米国の艦隊が初めて激突した所です。
この戦争から航空母艦を主体とした戦いに変わり始め、
航空戦が行われ、レキシントンや祥鳳が沈んでいます。
この時期から日本の海軍力が低下し始めました。また、
ひどいことに、日本軍は日本の居留民が居たところ
を空爆しているのが、結果として分かります。       �
　戦後、日本人の捕虜の虐待など日本人には環境が
悪かったのですが、メルボルンオリンピックなどでの日
本人の活躍などが大きく貢献し、現代の環境が出来
上がってきました。�
　全く変わりますが、お配りしたペーパーをご覧下
さい。私どもの学校の雇用に関する内容です。まず、
「長期勤務奨励有給休暇」これは日本には無い制度
です。７年勤務後１０週間の休暇です。 �
　また休暇取得にあたり年末に１７．５％（×４週間）の
給与上乗せがあります。「研修休暇」「父権休暇」など
の制度もあります。とにかく「休み」が多いのです。
ですから、家族で長期の旅行を楽しむ。休暇が安あ
がりにできる制度が本当に充実していますし、日本
人と違って「休暇慣れ」していますので滞在型で実
に「ゆったり」としています。       �
　まだまだ、たくさん有りますが、今回はここで終
わりにします。       


